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連結子会社による株式取得（孫会社化）に関するお知らせ 

 

 本日開催の当社取締役会において、当社の連結子会社である株式会社ジェイクレスト（以下、

「ジェイクレスト」といいます。）が、エイチビー株式会社（以下、「対象会社」といいます。）の発行済

全株式（以下、「本件株式」といいます。）を取得し、完全子会社とすることについて決議いたしまし

たので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

１． 株式取得の目的 

 当社は、2022年 8月 17日付「新たな事業の開始に関するお知らせ」、及び同日付「第三者割

当により発行される第６回新株予約権の募集に関するお知らせ」にて、ジェイクレストを担当部門

として、当社の新たな事業である環境ソリューション事業（最終処分場運営事業）を開始すること、

また、上記第三者割当により調達した資金のうち、最終処分場運営会社または産業廃棄物処理

施設の取得費用として 350 百万円を充当する予定である旨（以下、「本件資金使途」といいま

す。）公表しておりました。 

 対象会社は、岡山県倉敷市にて産業廃棄物処分業の許可（倉敷市 第 10030225398 号）を

受けている会社であり、また、同市において設置の許可を受けた産業廃棄物処理施設（安定型最

終処分場 倉敷市 第 10-（１４）-2号、以下、「本施設」といいます。）を運営しております。（注 1） 

 当社は本件株式を取得し、対象会社を当社グループとすること（孫会社化）により最終処分場事

業に着手し、新たな事業基盤の構築を行うことによって、当社の企業価値、株主価値の向上を図

ることが可能であると判断し、本件資金使途のうち 320 百万円（以下、「本件取得価額」といいま

す。）を支出し本件株式取得を行うことを決定いたしました。 

（注 1） 本施設は、対象会社が当初 1992年に施設設置許可を受け、安定型最終処分場として運営を行い、その

後、埋立容量が許可容量に到達したと判断して事業を休止していましたが、２０２１年に実施した再測量の結果を

踏まえ、（埋立容量の増量を求める）軽微変更の届出を行ったところ、許可容量の上限を 654 千㎥とする許可を



2021 年 7 月 20 日付で倉敷市より受けたものであり、同時に行った実地測量によると、今後許可容量に達する

まで最大１３0 千㎥の埋立が可能であるとの測量結果を得たことから、当社では保守的に９0 千㎥の埋立可能容

量を前提に事業計画を策定しております。 

 

２． 関連当事者取引に関して留意した事項等 

本件株式取得については、「５．株式取得の相手先の概要」に記載の通り、当社社外取締役で

ある吉野勝秀氏（以下、「吉野氏」といいます。）が株式取得の相手先の親会社（株式会社新東京

グループ 千葉県松戸市常盤平陣屋前 3番地の 21、以下、「新東京グループ社」といいます。）の

代表取締役であることから、関連当事者取引に該当します。従いまして当社では、取引価額の妥

当性を確保するために本件株式取得に先立ち、当社と利害関係を有しない公認会計士に本件株

式の株価算定を依頼し、本件株式の評価額を 318百万円から 337百万円の範囲とする株価算

定書を受領しております。また、上記株価算定の前提となる事業計画については、当社にて計画

の妥当性を客観的に検証しており、当該事業計画から投資事業利回りを算定した結果において

も、本件株式の取得価額は妥当性のあるものと判断しております。 

また、当社コンプライアンス委員会においても、本件株式取得について審理を行い、遵法性及

び当社の内部統制制度に違反するものではないとの意見表明を得たことから、当社取締役会に

て本件株式取得を決定したものであります。 

 

３． 本件株式取得を行う連結子会社の概要 

（１） 商号 株式会社ジェイクレスト 

（２） 本店所在地 東京都港区麻布十番一丁目７番 11号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 中嶋 祐太 

（４） 事業内容 太陽光発電施設関連事業 

（５） 資本金 5百万円 

 

４． 異動する孫会社の概要 

（１） 名称 エイチビー株式会社 

（２） 所在地 岡山県倉敷市児島上の町 2123番地 13 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 鎌田 幸春 

（４） 事業内容 産業・一般廃棄物の中間処理及び最終処分事業 

（５） 資本金 10百万円 

（６） 設立年月日 1985年９月 30日 

（７） 大株主及び持株比率 株式会社エコロジスタ 100％ 

（８） 上場会社と当該会社

の関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 



（９） 当該会社の最近 3年間の経営成績及び財政状態 

決算期 2019年 8月期 2020年 8月期 2021年 8月期 

純資産 13,149千円 44,974千円 1千円 

総資産 53,334千円 52,862千円 8,489千円 

1株当たり純資産 65,748.11円 224,872.96円 5.34円 

売上高 13,129千円 32,514千円 467千円 

営業利益又は営業損失 5,320千円 12,763千円 △32,873千円 

経常利益又は経常損失 5,400千円 15,075千円 △44,902千円 

当期純利益又は当期純損失 5,400千円 31,824千円 △44,973千円 

1 株当たり当期純利益又は  

当期純損失 
27,000.96円 159,124.86円 △224,867.62円 

1株当たり配当金 - - - 

（注２） 本件株式取得により対象会社が孫会社となった時点で、現在対象会社の代表取締役であり、新東京グル

ープ社の役員である小野澤歩氏が対象会社の代表取締役及び取締役を退任し、代わってジェイクレストの代表

取締役である中嶋祐太が対象会社の代表取締役に就任いたします。また、現在対象会社の取締役であり同じく

新東京グループ社の役員である千葉康一氏についても、当社にて廃棄物処理施設技術管理者の資格保有者が

確保できた時点で対象会社の取締役を退任する予定であります。 

なお、当社が 2020 年 8月 17 日付で提出した「改善報告書」では、不祥事の再発防止に向けた改善措置とし

て「当社及び当社子会社間での取締役の兼任の解消」を規定しております。これは、持株会社として当社子会社

の監視監督を行う立場の当社の取締役が、事業運営の主体である子会社の取締役を兼任することによる自己監

査の発生を防止し、監視監督関係の実効性の確保を企図したものであります。 

この観点を鑑み、対象会社の監視監督をその親会社であるジェイクレストが行った場合には、監視監督関係の

実効性が阻害されるおそれがあることから、当社では対象会社についても当社が直接監視監督することにより監

視監督の実効性を確保してまいります。 

 

５． 株式取得の相手先の概要 

（１） 名称 株式会社エコロジスタ 

（２） 所在地 千葉県松戸市常盤平陣屋前３番地の２１ 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 千葉 康一 

（４） 上場会社と当該会社

の関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 当社の社外取締役である吉野勝秀氏は、当

該会社の親会社（議決権所有割合：100％）

である株式会社新東京グループの代表取締

役であります。 

取引関係 該当事項はありません。 

 



６． 取得株式数、取得価額及び取得前後の株式の状況 

（１） 異動前の取得株式数 普通株式数 0株（議決権の数：0個、議決権所有割合：０％） 

（２） 取得株式数 普通株式２００株（発行済株式数に対する割合：100％） 

（３） 取得価額 ３20百万円 

（４） 異動後の取得株式数 普通株式 200株（議決権の数：200個、議決権所有割合：100％） 

 

７． 日程 

（１） 取締役会決議日 2022年 9月 26日 

（２） 契約締結日 2022年 9月 26日 

（３） 株式譲渡実行日 2022年 9月 29日 （予定） 

（４） 事業開始日（注４） ２０２２年 11月 1日（予定） 

（注３） 当社では、事業開始のための行政への届出、ならびに人員の確保、重機の手配を準備しており、上記の通

り本年 11月 1日頃には事業の開始を予定しております。 

 

８． 今後の見通し 

本件株式取得による当社連結業績に与える影響は現在精査中であり、今後開示すべき事項が

生じた場合には速やかに開示いたします。 

なお、本件株式取得対価のほとんどを「のれん」として計上する予定であり、売上高の計上額に

比例する方法により、償却する見通しであります。 

以 上 

 


